
インターフェイスでの QoS の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• インターフェイス QoSの概要, 1 ページ

• インターフェイス QoSの設定, 2 ページ

• インターフェイス QoS設定の確認, 6 ページ

インターフェイス QoS の概要

信頼境界

信頼境界は、次のように着信インターフェイスによって実行されます。

•すべてのファイバチャネルおよび仮想ファイバチャネルインターフェイスは、FCoEシステ
ムクラスに自動的に分類されます。

•デフォルトでは、すべてのイーサネットインターフェイスは信頼できるインターフェイスで
す。マーキングが設定されている場合を除き、802.1pCoSおよびDSCPは保持されます。CoS
およびDSCPのデフォルトのキューマッピングはありません。これらのマッピングを作成す
るポリシーを定義し、適用できます。デフォルトでは、ユーザ定義のポリシーがない場合、

すべてのトラフィックがデフォルトキューに割り当てられます。

• 802.1pCoS値でタグ付けされていないパケットは、デフォルトのドロップシステムクラスに
分類されます。タグなしパケットがトランク上で送信される場合、このパケットにはデフォ

ルトのタグなし CoS値 0がタグ付けされます。

•イーサネットインターフェイスまたはポートチャネルのデフォルトのタグなし Cos値は上
書きできます。

•イーサネットインターフェイスまたはポートチャネルインターフェイスのデフォルトのタ
グなし Cos値を上書きするには、untagged cos cos-valueコマンドを使用します。
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•イーサネットまたはレイヤ 3インターフェイスまたはポートチャネルインターフェイスの
デフォルトのタグなし CoS値を上書きするには、untagged cos cos-valueコマンドを使用しま
す。

システムがタグなし CoS値を適用しても、QoSは、CoS値がタグ付けされたシステムに入るパ
ケットと同様に機能します。

ファイバチャネルインターフェイスのポリシー

出力キューは、ネイティブファイバチャネルインターフェイスに設定できません。次のように

2つのキューが使用できます。

•ハイプライオリティ制御トラフィックを処理する完全プライオリティキュー

•すべてのデータトラフィックとロープライオリティ制御トラフィックを処理するキュー

インターフェイス QoS の設定

タグなし CoS の設定
802.1pCoS値でタグ付けされていない着信パケットは、デフォルトのタグなしCoS値（0）に割り
当てられます（これはデフォルトのイーサネットドロップシステムクラスにマッピングされま

す）。イーサネットまたは EtherChannelインターフェイスのデフォルトのタグなし Cos値は上書
きできます。

レイヤ 2またはレイヤ 3インターフェイスにフロー制御を設定できます。レイヤ 3インターフェ
イスを設定するには、no switchportコマンドを使用します。

Cisco Nexusデバイスでは、同じインターフェイスに QoSタイプのポリシーマップおよびタグな
し CoSを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定されたインターフェイスまたはポート

チャネルの設定モードを開始します。

switch(config)# interface {ethernet
[chassis/]slot/port | port-channel
channel-number}

ステップ 2   

（任意）

レイヤ3インターフェイスを選択します。
switch(config-if)# no switchportステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

タグなし CoS値を設定します。指定でき
る値は 1～ 7です。

switch(config-if)# untagged cos
cos-value

ステップ 4   

次に、インターフェイスで受信するタグなしフレームに CoS値 4を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# untagged cos 4

次に、レイヤ 3インターフェイスで受信するタグなしフレームに CoS値 3を設定する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if) no switchport
switch(config-if)# untagged cos 3
switch(config-if)#

インターフェイスサービスポリシーの設定

入力 qosポリシーは、イーサネットインターフェイスの着信トラフィックに適用される分類用の
サービスポリシーです。typequeuingの場合、出力ポリシーは、指定されたクラスに一致するすべ
ての発信トラフィックに適用されます。インターフェイスまたは EtherChannelで入力キューイン
グポリシーを設定すると、スイッチはDCBXプロトコルを使用して設定データをアダプタに送信
します。

type qosポリシーは、Cisco Nexusデバイスインターフェイスおよび Cisco Nexusファブリック
エクステンダインターフェイスだけでアクティブにできます。ファブリックエクステンダ

ファブリックインターフェイスまたはファブリックエクステンダファブリック EtherChannel
インターフェイスでは、Cisco NX-OS CLIで設定を拒否しなくても type qosポリシーは使用さ
れません。

ハードウェアリソースを浪費しないために、ファブリックエクステンダファブリックイン

ターフェイスまたはファブリックエクステンダファブリック EtherChannelインターフェイス
で type qosポリシーマップを設定しないことを推奨します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

指定したインターフェイスの設定モードを開始します。switch(config)# interface
{ethernet [chassis/]slot/port

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルのサービスポリシーはすべて

のメンバーインターフェイスに適用されます。

（注）| port-channel
channel-number}

ポリシーマップをシステムのサービスポリシーとして

使用するよう指定します。2つのポリシーマップコン
フィギュレーションモードがあります。

switch(config-if)#
service-policy [type {qos |
queuing}] [input |
output]policy-name

ステップ 3   

• qos：分類モード。これがデフォルトモードです。

• queuing：キューイングモード。

inputキーワードは、そのポリシーマップがイ
ンターフェイスの受信トラフィックに適用さ

れることを示します。outputキーワードは、
そのポリシーマップがインターフェイスの送

信トラフィックに適用されることを示します。

qosポリシーには inputだけを、queuingポリ
シーには inputと outputの両方だけを適用で
きます。

（注）

インターフェイスにポリシーマップを適用します。switch(config-if)#
service-policy input
policy-name

ステップ 4   

制約事項として、システム type qosポリシー
は、インターフェイスやEtherChannelに適用さ
れる type qosポリシーと同じものにできませ
ん。

（注）

次の例は、イーサネットインターフェイスにポリシーを適用する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# service-policy type qos input policy1

レイヤ 3 インターフェイスのサービスポリシーの設定
レイヤ 3インターフェイスのサービスポリシーを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

指定したインターフェイスの設定モードを開始します。switch(config)# interface
ethernet slot/port

ステップ 2   

レイヤ 3インターフェイスを選択します。switch(config-if)# no
switchport

ステップ 3   

ポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスのサービ
スポリシーとして使用するように指定します。2つの

switch(config-if)#
service-policy [type {qos |
queuing} [input |
output]policy-name

ステップ 4   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードがあり

ます。

• qos：分類モード（これはデフォルトモードで
す）。

• queuing：キューイングモード。

inputキーワードは、そのポリシーマップが
インターフェイスの受信トラフィックに適用

されることを示します。outputキーワード
は、そのポリシーマップがインターフェイス

の送信トラフィックに適用されることを示し

ます。qosポリシーには inputだけを、queuing
ポリシーには inputと outputの両方を適用で
きます。

（注）

次に、キューイングポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスに関連付ける例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# service-policy type queuing output my_output_q_policy
switch(config-if)#

次に、入力 qosポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスに付加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# service-policy type qos input my_input_qos_policy
switch(config-if)#

ユニキャストおよびマルチキャストトラフィックに割り当てられた帯

域幅の変更

重み付けラウンドロビン（WRR）の重み付けをインターフェイスデータレートの割合（%）とし
て出力キューに割り当てることにより、ユニキャストおよびマルチキャストトラフィックに割り

当てられた帯域幅を変更できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

指定されたインターフェイスのコンフィギュ

レーションモードを開始します。

switch(config)# interface ethernet
slot/port

ステップ 2   

ユニキャストおよびマルチキャストトラフィッ

クに割り当てられたトラフィック輻輳時の帯域

switch(config-if)# wrr
unicast-bandwidthpercentage-value

ステップ 3   

幅を変更します。帯域幅値のパーセンテージ範

囲は 0～ 100%です。

次に、キューイングポリシーマップをレイヤ 3インターフェイスに関連付ける例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)# wrr unicast-bandwidth 75
switch(config-if)#

インターフェイス QoS 設定の確認
次のいずれかのコマンドを使用して、設定を確認します。

目的コマンド

スイッチで定義されたクラスマップを表示しま

す。

show class-map

スイッチで定義されたポリシーマップを表示し

ます。指定したポリシーだけを表示することも

できます。

show policy-map [name]

1つまたはすべてのインターフェイスのポリシー
マップ設定を表示します。

show policy-map interface [interface number]

キューの設定および統計情報を表示します。show queuing interface [interface slot/\port]

すべてのインターフェイスでフロー制御設定の

詳細なリストを表示します。

show interface flowcontrol [module numbef ]

指定されたインターフェイスのプライオリティ

フロー制御詳細を表示します。

show interface [interface slot/port]
priority-flow-control [module number]
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目的コマンド

すべてのインターフェイスのタグなしCoS値を
表示します。

show interface untagged-cos [module number]

QoSの実行コンフィギュレーションに関する情
報を表示します。

running-config ipqos

QoSのスタートアップコンフィギュレーション
に関する情報を表示します。

startup-config ipqos
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